
・市立保育所の運営
・民間保育所の設置認可
・放置自転車対策
・道路・公園の維持管理
　（幹線道路・大規模公園を除く）
　　　　　　　　　　　　 など  

※新しく総合区に移る仕事

• 敬老優待乗車証（敬老パス）
•こども医療費助成制度　など
※ これまで大阪市が提供してきた
サービスは、引き続き実施します。

※大阪市全体の取組み例

大阪市 総合区制度に関するお知らせ 2018年 11月［第 6号］ １

22

33

11

44

教えて!総合区制度

それは知ってるよ。
でも、総合区になると
大阪市はどうなるの？

総合区制度は、大阪市の中に、大阪市の中に、
行政区に代えて行政区に代えて

「総合区」を設置するの。を設置するの。

政令指定都市・大阪市としての
権限を維持したまま改革する
都市内分権の仕組みなのよ。

今までの行政区の仕事に加えて、
市役所の本庁から総合区へ
権限や仕事を移すことになるわ。

私たちへの身近なサービスは、私たちへの身近なサービスは、
身近な区役所で総合区長が身近な区役所で総合区長が
判断して実施するの。判断して実施するの。
市長は今までどおり大阪市全体の市長は今までどおり大阪市全体の
視点で、重要課題などに視点で、重要課題などに
取り組むことになるのよ。取り組むことになるのよ。

区役所で
できる仕事が
増えるんだね。

それでは、皆さんの区が
どうなるのか、次ページから、
総合区が設置された後の
大阪市のすがたを
見ていきましょう。

総合区制度については、市会の議論等を踏まえて確定していきます。

「総合区」「総合区」

どうして大阪市を
改革する必要があるの？

今の24区が総合区になるの？

人口減少や高齢化が進み、地域のニーズ
は多様化しているわ。多様化した地域
ニーズに応えるために、きめ細かい行政
サービスの提供が必要となるけど、今の
ままで取り組むには限界があると考えて
いるのよ。

今の案では、24区を合区して
8つの総合区を設置することに
なっているわ。
地域のニーズに応じたきめ細かい行政
サービスを、これまで以上に、効果的・効
率的に提供するためには、一定規模の人
口が必要となるの。
それに、総合区役所の仕事が増えると、対
応する区役所職員の数も多くなるから、
それにかかるコストを抑えることも必要
になるわね。
そういったバランスを考えて8区に合区
することとしているのよ。

今、大阪市で
総合区制度を検討中
なのは知ってる？

Q

Q

Ａ

ＡQ Ａ&
総合区制度

みおちゃんみおちゃん
大ちゃんの同級生。大ちゃんの同級生。

大大
だいだい

ちゃんちゃん
大阪市に住む高校生。大阪市に住む高校生。

副首都・大阪にふさわしい新たな大都市制度の実現にむけて、現行法制度で実現可能な「総合区制度」と「特別区制度」の検討
を進めています。「総合区制度」は、政令指定都市・大阪市を残したまま、現在の区長の権限を強化させた制度です。

編集・発行／副首都推進局
〒530-8201 大阪市北区中之島 1-3-20　H 06-6208-8989　I 06-6202-9355
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